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SU MM ARY  OF  EX EC UTI ON  AN D RE SU LTS

Be l l e̶ CD Cのアップグレイドとして、より高いビームバックグランドに対応できる

よなガスチェンバーの開発を行っている。今回のビームテストでは、セルのより小さ

なチェンバーと現在使用しているエレクトロニクスの改良版で死感時間の短いものを

組み合わせて、チェンバーの性能評価を行った。暫定的な結果として、性能の劣化は

認められず、使い物になりそうである。また、 FA DCを使ってのデータ収集も順調に

行うことができ、今後の解析結果が楽しみである。また、ドリフト速度の速いガスと

して純メタンを試したが、高磁場中ではローレンツ角が大きくなり過ぎて、実質的に

は望むような早い速度は得られないことがわかった。

EX EC UTE D MA CH INE  TI ME ,  BE AM  CO ND ITI ON ,  DO W N  TI ME  e t c .

前の実験との間に、少し時間があったので、早めに実験を開始することが出来た。そ

の期間に加速器の故障によるダウンタイムがあったが、最終的には、 1日早めに次の

実験グループに引き渡すことができた。

　

CO MM ENT S

元々のビームライン電源の電流設定では、ビームが罫書きから水平方向に大きくずれ

ていた（エリアの真中より後では６ｃｍ）。最終ベンドの電流スキャンで罫書きに合

うように設定したが、以前はこんなにずれていることは無かったように思う。


